
【第５回】 下井草駅周辺まちづくりワークショップ  次第 

 

日時：令和５年９月１１日（月） 

18時 30分～20時 30分 

会場：区立八成区民集会所  

第 2・3・4集会室 

   

１  開 会 

 

 ２  ワークショップ開催の目的について（５分） 

                           

 ３  第４回ワークショップの振り返り（５分） 

 

４  道路・交通施設整備計画（たたき台）について（30分） 

 

５  各グループでの確認（40分） 

（１） 整備目標（３つの柱）について 

（２） 整備計画図について 

 

６  各グループ発表（各５分×３グループ）（15分） 

 

７  全体取りまとめ （７分） 

 

８  関教授からの講評（８分） 

 

 ９  アンケート記入 

 

 10  閉会 

 











本日のテーマ

「下井草駅周辺道路・交通施設整備
計画（たたき台）」

日時：令和５年９月11日（月）

１８時３０分～２０時３０分

会場：区立八成区民集会所 第２・３・４集会室

【第５回】下井草駅周辺まちづくりワークショップ



本日の流れ
開会あいさつ

３）道路・交通施設整備計画（たたき台）
及び今後の下井草駅周辺のまちづくりについて

４）各グループでの確認
・整備目標（３つの柱）について
・整備計画図について

閉会あいさつ

１）まちづくりワークショップ開催の目的について

６）講評

２）第４回ワークショップの振り返り

７） アンケート記入

１

５）各グループ発表・全体取りまとめ



今後のまちづくりの流れ
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催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
開
催

下
井
草
駅
周
辺
の
道
路
・
交
通
施
設
の

整
備
に
関
す
る
計
画
の
策
定

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
等
開
催

（
意
見
募
集
）

道路・交通施設の整備に関する計画

地
域
へ
の
周
知
等

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
意
見
交
換
）

オープンハウスで多くのご意見をいただいた駅周辺の道路交通課題についてまちづくり

方針で掲げた「交通体系分野」の方針に基づき計画の検討・策定を目指すものです。

土地・建物利用及び住環境分野についてもまちづくりの骨格となる基盤整備の取組状況を

踏まえ、地域の皆様のご意見を伺いながら順次検討を進めていきます。

 駅周辺のにぎわい拠点形成

 適正な土地利用の誘導

 みどりの保全・育成

 防災・防犯まちづくり

など

道路・交通に関する計画の検討
（交通体系分野）

下
井
草
駅
周
辺
の
道
路
・
交
通
施
設
の

整
備
に
関
す
る
計
画
（
案
）

2022年
８月

2023年
（令和５年度）以降

まちづくり計画の検討

交通

土地・
建物

住環境

まちづくり計画

地区の特性にふさわしい環境の
街区形成を目的とする計画です。

第1回WS
再掲

２

１-２） まちづくりワークショップ開催の目的



〇西武新宿線下井草駅周辺地区において、これまでも

駅周辺まちづくりに関するオープンハウスを開催し、

地域の現状と課題や駅周辺の道路・交通面の課題等に

ついてご意見をいただいてまいりました。

〇本ワークショップは、第１回ワークショップ開催通知

にも記載しているとおり地域の皆様と

道路・交通面の課題解決を中心に、

より具体的に議論を深める場として

“まちづくりワークショップ”を

開催してまいりました。

１-３） まちづくりワークショップ開催の目的

案内通知より転記

３

【ワークショップの目的】



引用 駅まち再構築事例集 国土交通省都市局街路交通施設課

１-１） まちづくりワークショップ開催の目的

駅まち再構築

まち全体を良くするためには，近年の社会情勢を踏まえ，多様な機能を議論する必要

があり，駅，駅前広場，自由通路，道路といった交通結節機能に関する施設を個々に

考えるのではなく，市街地と連続する『駅まち空間』として一体的な捉え，柔軟な

発想で交通結節点の空間整備、機能配置を検討する視点が必要がある。

第３回WS
講義資料より転記

４



（１） これまでの意見から抽出した

“交通機能の基本的な考え方”

を基に道路・交通施設整備計画

の整備目標を確認する。

（２）道路・交通施設整備計画図

（たたき台）を確認する。

１-４） まちづくりワークショップ開催の目的

５

【本日のワークショップの目的】

 交通機能の集約化（歩車分離）
 安全な歩行空間の確保
 人が集い溜まれる空間の創出
 人中心の魅力あるにぎわい空間
の創出

 買収面積の最小化



第４回ワークショップの振り返り

６



道路・交通施設整備計画
整備目標（たたき台）について

７



８

● 交通機能の集約化

● 安全な歩行空間の確保

● 人が集い溜まれる空間の創出

● 人中心の魅力あるにぎわい空間の創出

● 買収面積の最小化

2-1） 駅周辺における交通機能の基本的な考え方

第４回WS
おさらい

● みどりの創出 （第４回WS及びオープンハウスで頂いた意見）



９

１.  コンパクトな交通結節点機能の強化
・駅前の交通環境を改善し、鉄道・バス・タクシー相互の
乗換利便性の向上を図る。

２.  歩行者の安全性確保
・車中心から人中心の空間へと転換し、安心して通行できる
道路空間を形成する。

３.  みどり豊かなにぎわい空間の創出
（集い溜まれる・みどり豊かな場所）
・人々が集い、憩い、多様な活動を繰り広げられる空間を創出する。

・にぎわいを演出するみどりの空間を形成する。

これまでご意見の多かった道路・交通面の課題解決に向け、以下の３つの柱を整備

目標に定め、今後、下井草駅周辺のまちづくりを進めていきます。

２-２） 整備目標（３つの柱）

整備目標

←
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〇バスやタクシー等の
乗降場確保

〇歩行者優先エリア
づくり
（空間の確保）

２-３） 目標の実現に向けて

コンパクトな
交通結節点機能の強化

歩行者の安全性確保

みどり豊かな
にぎわい空間の創出
（集い溜まれる・みどり豊かな場所）

休憩スペース
がない

タクシーに
乗れない

車と歩行者が
錯綜している

下井草らしい
まちづくり

課 題 目 標 方 策

バス停が
離れている

車優先
になっている

〇駐輪場の確保

〇みどりを活かした
歩行者系広場の確保

〇車両の流入制限
（歩者分離）

目標に掲げる内容を実現するにあたり、より具体的な手段や方法の検討をしながら

さらなるまちづくりを進めていくことができます。

第１回～第３回
ワークショップ

第４回・第５回
ワークショップ

具体的なまちづくりの
計画・検討等



道路・交通施設整備計画図（たたき台）について

11
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2-４） 整備計画図（たたき台）の考え方

第４回ワークショップでご説明した『考慮すべき事項』は、整備計画を策定する際

の最低条件となります。これらの最低条件を基に第２回・第３回でいただいた案を

３案を選定しました。

道路管理者
との協議・承諾

交通管理者
との協議・承諾

道路法や
道路構造令

の遵守

予算都市計画法に
基づく位置づけ

考慮すべき事項

『下井草駅周辺道路・交通施設整備計画』（たたき台）

第４回WS
再掲
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2-５） 整備計画図（たたき台）の整理

コンパクトな交通結節
点機能の強化

◎ 〇 〇

歩行者の安全性確保
○ 〇 △

みどり豊かなにぎわい
空間の創出
（集い溜まれる

・みどり豊富な場所）

◎ ◎ △

点在しているバス停留所やタク
シー乗降場をコンパクトに整備し、
交通機能を集約することが可能

交通系広場を整備し、交通機能を
集約することが可能だが、コンパ
クトな整備は難しい

自動車と歩行者の空間を分けるこ
とが可能だが、一部横断時に車両
と歩行者が錯綜する可能性がある

車両と歩行者が錯綜する
可能性がある

【案①】 【案②】 【案③】

バス停留所付近や商店街内等
交通機能やにぎわい空間に
みどりを創出することが可能

整備目標

整備計画（案）

道路・交通機能

歩行者系広場機能

歩行者優先機能

凡例

バス停留所付近や商店街内等
交通機能やにぎわい空間に
みどりを創出することが可能

バス停留所付近や商店街内が
近接するため交通機能やにぎ
わい空間の形成に課題あり

以下のとおり、整備目標を実現できる計画図（たたき台）を整理しました。

交通系広場を整備し、交通機能を
集約することが可能だが、コンパ
クトな整備は難しい

自動車と歩行者の空間を分けるこ
とが可能だが、一部横断時に車両
と歩行者が錯綜する可能性がある
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目標を実現
するために

歩行者が安心安全に回
遊できる道路空間を形

成する

バスやタクシー等を
集約し、交通結節点
機能を強化する

地域コミュニティを
強化する広場の創出

2-６） 整備計画図（たたき台）
〇バスやタクシー等の
乗降場確保

〇歩行者優先エリアづくり
（空間の確保）

〇駐輪場の確保

〇みどりを活かした
歩行者系広場の確保

〇車両の流入制限
（歩者分離）



今後の下井草駅周辺まちづくりについて
（ロードマップ）

15
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杉並区まちづくり基本方針
（都市計画マスタープラン）

西武新宿線沿線各駅周辺まちづくり方針
▶下井草駅周辺地区のまちづくり方針

交通系分野
土地・建物利用

分野
住環境
分野

【駅周辺の整備方針】

下井草駅周辺まちづくり計画（仮）

●交通結節点機能の強化

●歩行者の安全性の確保

●みどり豊かなにぎわい空間の創出
（集い溜まれる・みどり豊富な場所）

下井草駅周辺道路・交通
施設整備計画

下井草駅周辺のまちづくり構想の提言
（下井草駅周辺地区まちづくり協議会作成）

みどりの保全・育成

防災・防犯の強化

適正な土地利用の誘導

駅周辺の賑わいの拠点形成

今年度策定予定 令和６年度以降（時期未定）策定

・用途規制
・壁面の位置等

・用途規制
・壁面の位置等

・かき柵の構造や
緑化の割合等

・建物の構造など

地域住民検討

エリアマネジメント

地元・事業者・地権者等による
自発的・主体的取組み組織の

検討・人材育成

行政計画

杉並区自転車
ネットワーク計画

杉並区みどりの
基本計画

杉並区景観計画

杉並区のみちづくり

「交通体系」「土地・建物利用」「住環境」の三つの分野別方針を
定め、地域住民等と連携・協働して「人と人とをつなぐ、みどり豊
かな便利で快適なまち」の実現を目指し、西武新宿線立体化の早期
実現と地区の一体的なまちづくりを進めてきた。

道路空間で
イベントがしたい

“ちっちゃくそこそこ
の街”の運営

歩行者空間の
緑化の管理

豊かなみどりを
守り育てたい

地域コミュニティを
活性に必要なこと等

管理は誰がする？
その育成や
管理方法等

イベント企画や
下井草らしいにぎわい
の検討等

どのように
運営していく？
組織をつくる？等

手続きや各関係者
との調整等

地域
住民

行政事業者



道路・交通施設整備計画策定までの予定
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道路・交通に関する計画の検討
（交通体系分野）

第
４
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催
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回
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ハ
ウ
ス
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催

第
２
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３
回
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ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

第
４
回
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ー
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ン
ハ
ウ
ス
開
催

地
域
へ
の
周
知
等

第
５
回
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ー
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シ
ョ
ッ
プ
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催

下
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草
駅
周
辺
の
道
路
・
交
通
施
設

の
整
備
に
関
す
る
計
画
（
案
）
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の
整
備
に
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す
る
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画
の
策
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令
和
４
年

12

月

令
和
５
年

５
・
６
月

令
和
５
年

８
月

令
和
５
年

９
月

（
現
在
）

以降の予定

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
開
催

令
和
５
年
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月

第
１
回
ワ
ー
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シ
ョ
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プ
開
催

令
和
５
年

６
月

令
和
５
年

７
月



確認事項の進め方
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各テーブルで意見交換１

説明会方式にて３つのグループにて道路・交通施設整備計画（たた
き台）について確認させていただきます。
気軽に発言いただければと思います。

【確認事項①】

・整備目標の確認

【確認事項②】

・整備計画図

（たたき台）の確認

19



各テーブル（３グループ）で出た意見等
をコンサルタントがまとめ、全体で共有
させていただきます。（各グループ５分程度）

各テーブルの意見を全体で共有２

各テーブル（３グループ）で出た意見等
をとりまとめ全体で共有させていただき
ます。

各テーブルの意見の全体とりまとめ３
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これまでのワークショップ及び今後の街
づくりについて、講評をいただきます。

講評４



■当日の様子 
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